
フィールドワーク研究（伊香保活性化プログラム）を実施しました。

9月19日（火）~22日（金）の４日間、渋川市伊香保温泉にて、地域活性化について研究する
「フィールドワーク研究」（担当 中谷淳一准教授）を実施しました。

9月19日（火） 学内にて事前学習
・事例研究の進め方の講義とチーム分け
・今回の研究テーマをチームに提示、各チーム毎に現地調査にあたっての準備と情報収集
テーマ➀「伊香保温泉に若い人の観光客を増やすには」
テーマ➁「伊香保まつりをより観光客に楽しんでもらうためには」

9月20日（水）大学を出発、伊香保温泉にてフィールドワーク
・水沢観音と佛光山法水寺を視察
・昼食は、名物の水沢うどんを堪能
・ホテル到着後、研究の進め方についての講義とチーム毎で温泉街視察
・夕食後、伊香保まつり見学



9月21日（木）伊香保温泉にてフィールドワーク２日目
・チーム毎でフィールドワーク（伊香保地域）
・活動のまとめと活性化プラン提案準備

9月22日（金）伊香保温泉にてフィールドワーク３日目
・報告提案資料作成と報告準備
・チーム毎で 活性化プランの報告・発表
（ホテル天坊営業本部長 佐藤様、 近藤先生、 橋本先生からコメント）
・フィールドワークまとめ

今回のフィールドワーク研究は、参加者１８名が５チームに分かれて活動。
事前に中谷先生からは、
➀期待される目的と合致していること ➁学生らしい斬新なアイデア ③説得力のある提案であること
が示され、各チームそれぞれが、若者の目線から、地域の観光スポットやお店を実際に歩いて、肌で感じた
ことを意見として出し合い、活性化に向けたプランとしてまとめ、発表をしました。また、発表内容はチームごと
のカラーの違いも見られ、さまざまな視点での提案が出されました。
実際に座学での学びでは経験することができない、地域の現実的な課題の解決に向けた「グループワーク」
や「体験学習」による学びの良い機会となりました。




